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（
１
）
第
５
期
計
画
を
策
定

　

第
５
期
（　

〜　

年
度
）
東
久

２４

２６

留
米
市
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
は
、
第
４
期
（　
２１

〜　

年
度
）
の
計
画
を
見
直
し
、

２３
市
の
高
齢
者
施
策
の
方
向
性
を
示

す
も
の
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

①
介
護
予
防
等
の
推
進

　

第
５
期
計
画
で
は
、
第
４
期
計

画
に
引
き
続
き
、
予
防
重
視
の
施

策
や
地
域
包
括
ケ
ア
な
ど
の
一
層

の
充
実
を
目
指
し
ま
す
。

②
施
設
整
備
等
の
充
実

　

介
護
保
険
施
設
整
備
な
ど
の
充

実
を
図
る
た
め
、
特
別
養
護
老
人

ホ
ー
ム
な
ど
の
複
合
施
設
を
、
上

の
原
地
域
の
東
久
留
米
団
地
に　
２７

年
２
月
に
開
設
で
き
る
よ
う
、
関

係
機
関
と
調
整
し
て
い
ま
す
。

③
認
知
症
の
方
、
要
介
護
者
の
家

族
へ
の
支
援

　
　

歳
以
上
の
高
齢
者
の
増
加
と

７５
並
行
し
て
、
認
知
症
の
高
齢
者
が

増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
認
知
症
の
高
齢
者

と
そ
の
家
族
が
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
、
前
記
の
複
合
施

設
に
は
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
を
併
設

す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、
見
守
り
、

生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
、
要

介
護
者
の
家
族
へ
の
支
援
、
権
利

擁
護
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。

　

こ
の
計
画
は
、介
護
福
祉
課（
市

役
所
１
階
）、市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー

（
同
２
階
）、市
立
図
書
館
で
ご
覧

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

（
２
）
介
護
保
険
料
の
見
直
し

に
つ
い
て

　

市
に
お
け
る　

歳
以
上
の
高
齢

６５

者
人
口
は　

年　

月

２１

１０

に
は
２
万
６
２
３
９

人
で
し
た
が
、　

年
２３

　

月
に
は
２
万
７
２

１０３
５
人
と
、
２
年
間

で
約
１
０
０
０
人
増

加
し
、
今
後
は
毎
年

増
え
て
い
く
見
込
み

で
す
。
高
齢
化
率
は
、

　

年
に
は　

・
０
舒

２６

２８

に
な
る
見
込
み
で
す
。

　

高
齢
化
の
進
行
に

伴
い
、
介
護
を
必
要

と
す
る
要
介
護
高
齢

者
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
現
在
、
要
介
護

認
定
を
受
け
て
い
る

方
は
約
４
０
０
０
人

で
す
が
、
今
後
徐
々

に
増
加
し
、　

年
度

２６

に
は
約
４
７
０
０
人

に
な
る
と
見
込
ま
れ

ま
す
。
ま
た
、
介
護

報
酬
の
見
直
し
に
よ

り
、　

年
度
か
ら
介

２４

護
報
酬
が
改
定
さ
れ
る
と
と
も
に
、

地
域
区
分（
１
単
位
の
加
算
割
合
）

は
従
前
の
乙
地
（
５
舒
）
か
ら
４

級
地
（　

舒
）
に
見
直
さ
れ
て
い

１０

ま
す
。

（
３
）
第
１
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
は
月
額
４
２
０
０
円

　

第
４
期
計
画
期
間
で
は
、
介
護

給
付
費
（
介
護
に
か
か
る
費
用
か

ら
利
用
し
た
と
き
に
支
払
う
１
割

の
本
人
負
担
を
除
い
た
額
）、お
よ

び
地
域
支
援
事
業
費
（
介
護
予
防

等
の
事
業
費
）
は
約
１
７
９
億
円

で
し
た
。
第
５
期
計
画
の
介
護
給

付
費
お
よ
び
地
域
支
援
事
業
費
の

合
計
額
は
、
要
介
護
高
齢
者
数
の

増
加
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
約
２

０
７
億
円
と
約　

舒
増
加
す
る
と

１６

見
込
ま
れ
ま
す
。　

歳
以
上
の
第

６５

１
号
被
保
険
者
は
、
こ
の
う
ち
約

　

舒（
第
１
号
被
保
険
者
負
担
率
）

２１を
介
護
保
険
料
と
し
て
負
担
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

第
５
期
計
画
の
第
１
号
被
保
険

者
の
基
準
保
険
料
額
は
、
月
額
３

６
０
０
円
か
ら
４
２
０
０
円
に
６

０
０
円
の
増
額
と
な
り
ま
す
。

　

市
で
は
介
護
保
険
料
を
抑
制
す

る
た
め
、
都
か
ら
交
付
さ
れ
る
財

政
安
定
化
基
金
交
付
金
、
市
の
保

有
す
る
介
護
給
付
費
準
備
基
金
を

繰
り
入
れ
、
保
険
料
の
増
加
抑
制

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

（
４
）
介
護
保
険
料
の
所
得
段

階
は
実
質　

段
階

１３

　

市
の
第
４
期
介
護
保
険
料
の
所

得
段
階
は
実
質
９
段
階
で
し
た
。

　

年
度
か
ら
は
実
質　

段
階
に
な

２４

１３

り
ま
す
。

①
特
例
第
３
段
階
の
新
設

　

低
所
得
者
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
市
民
税
非
課
税
世
帯
の
方

で
前
年
の
課
税
年
金
収
入
額
と
合

計
所
得
金
額
の
合
計
が
年
額　

万
８０

円
超
、
か
つ
１
２
０
万
円
以
下
の

範
囲
の
方
に
つ
い
て
、
新
た
に
特

例
第
３
段
階
の
設
定
を
行
い
ま
し

た
。

②
特
例
第
４
段
階
の
継
続

　

第
４
期
に
特
例
的
な
段
階
の
設

定
を
行
っ
て
い
た
市
民
税
課
税
世

帯
の
方
で
、
前
年
の
課
税
年
金
収

入
額
と
合
計
所
得
金
額
の
合
計
が

年
額　

万
円
以
下
の
方
に
つ
い
て

８０

の
保
険
料
段
階
は
、　

〜　

年
度

２４

２６

の
期
間
に
つ
い
て
も
継
続
し
ま
す
。

③
市
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
方

の
保
険
料
段
階
を
細
分
化
し
て
、

所
得
に
応
じ
て
き
め
細
や
か
な
保

険
料
段
階
を
設
定
し
ま
す
（
右
表

参
照
）

　

皆
さ
ん
に
お
支
払
い
し
て
い
た

だ
く
実
際
の
介
護
保
険
料
は
７
月

に
決
定
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
５
）
介
護
保
険
の
利
用
者
負

担
額
が
変
更
に
な
っ
て
い
ま
す

　

４
月
か
ら
報
酬
改
定
に
よ
り
、

介
護
保
険
の
利
用
者
負
担
額
が
変

更
と
な
っ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

訪
問
介
護
の
生
活
援
助
や
通
所
介

護
な
ど
の
利
用
時
間
区
分
が
見
直

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
利
用
し
て
い

る
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
利
用
者
負
担

額
が
異
な
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
支
援
専
門
員

（
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
ま
た
は
各

サ
ー
ビ
ス
利
用
事
業
所
へ
問
い
合

せ
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用

者
の
居
住
費
・
食
費
は
自
己
負
担

と
な
り
ま
す
が
、
低
所
得
の
方
は
、

所
得
区
分
に
応
じ
て
上
限
が
設
け

ら
れ
、
こ
れ
を
超
え
る
利
用
者
負

担
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
を
特
定

入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
と
い
い

ま
す
（
段
階
区
分
は
下
表
参
照
）。

対
象
と
な
る
サ
ー
ビ
ス

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護

老
人
保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医

療
施
設
、
短
期
入
所
生
活
（
療
養
）

介
護
・
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活

（
療
養
）
介
護
、
地
域
密
着
型
介

護
老
人
福
祉
施
設

特
定
入
所
者
介
護 

サ
ー
ビ
ス
費
制
度
を 

利
用
の
際
は
申
請
を

　

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費

制
度
を
利
用
す
る
場
合
は
申
請
が

必
要
で
す
。

ー
ム
（
幸
町
３
ノ　

ノ　

）

１１

１０

　
【
内
容
】「
移
動
介
助
の
ポ
イ
ン

ト
〜
介
護
負
担
の
軽
減
＆
安
全
な

移
動
〜
」

　
【
講
師
】「
ケ
ア
東
久
留
米
」
リ

ハ
ビ
リ
科
の
職
員　

　
【
対
象
】介
護
の
必
要
な
高
齢
者

を
介
護
し
て
い
る
家
族
の
方

　
【
費
用
】
無
料

　
【
定
員
】
先
着　

人
３０

　

申
し
込
み
は
６
月　

日
（
金
）

１５

ま
で
に
、
直
接
「
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
ケ
ア
東
久
留
米
」
へ

　

詳
し
く
は
同
ケ
ア
東
久
留
米
緯

４
７
９
・
０
８
０
０
へ
。

　

在
宅
で
高
齢
者
を
介
護
し
て
い

る
家
族
の
方
を
対
象
に
、
安
心
し

て
介
護
を
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、

基
礎
的
な
知
識
や
技
術
を
習
得
す

る
た
め
の
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

初
心
者
向
け
の
講
座
に
つ
き
、

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
６
月　

日
（
日
）
午
前

１７

　

時
〜
正
午
（
受
け
付
け
は
９
時

１０半
か
ら
）

　
【
会
場
】
介
護
老
人
保
健
施
設

「
ケ
ア
東
久
留
米
」
デ
イ
ケ
ア
ル

　

現
在
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て

い
る
方
（
負
担
限
度
額
認
定
証
の

交
付
を
受
け
て
い
る
方
）
は
、
６

月　

日
（
土
）
で
有
効
期
間
が
満

３０
了
と
な
り
ま
す
の
で
、
更
新
の
申

請
書
を
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
利

用
者
負
担
第
４
段
階
で
あ
っ
て
も
、

一
定
の
要
件
を
満
た
す
方
は
、
減

額
制
度
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護
サ

ー
ビ
ス
係
緯
４
７
０
・
７
７
７
７

（
内
線
２
５
５
３
・
２
５
５
４
）

へ
。

　

東
久
留
米
市
の
高
齢
化
率
は
、　

年　

月
に
は　

・
８
諸
と

２３

１０

２３

な
り
、
本
格
的
な
超
高
齢
社
会
に
移
行
し
て
い
ま
す
。

　
　

年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
社

１２
会
全
体
で
支
え
る
仕
組
み
と
し
て
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は　

年
度
か
ら
の
施
策
の
方
向
性
と
介
護
保
険
料
な

２４

ど
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
介
護
サ
ー
ビ
ス
係
緯
４
７
０
・
７
７

７
７
（
内
線
２
５
５
３
〜
２
５
５
６
）、
保
険
係
（
内
線
４
９
１

０
・
４
９
１
１
）
へ
。

　

年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度
かかかかかかかかかか
らららららららららら
のののののののののの
施施施施施施施施施施
策策策策策策策策策策

年
度
か
ら
の
施
策
ののののののののののの

２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４２４

方方方方方方方方方方
向向向向向向向向向向
性性性性性性性性性性
とととととととととと
介介介介介介介介介介
護護護護護護護護護護
保保保保保保保保保保
険険険険険険険険険険
料料料料料料料料料料
なななななななななな

　
　
　

方
向
性
と
介
護
保
険
料
な
どどどどどどどどどどど

２４年度からの介護保険料段階　　基準額４，２００円（月額）
保険料（年額）保険料率対象者区分

２万２，６００円０．４５生活保護受給者、老齢福祉年金受給者で市
民税非課税世帯の方第１段階

２万２，６００円０．４５市民税非課税世帯で「合計所得金額＋課税
年金収入額」が８０万円以下の方第２段階

　３万２００円０．６０市民税非課税世帯で「合計所得金額＋課税
年金収入額」が８０万円超、１２０万円以下の方

特例
第３段階

３万５，２００円０．７０市民税非課税世帯で「合計所得金額＋課税
年金収入額」が１２０万円超の方第３段階

　４万３００円０．８０
市民税課税世帯で本人が市民税非課税、か
つ「合計所得金額＋課税年金収入額」が８０
万円以下の方

特例
第４段階

４万８，３００円０．９６
市民税課税世帯で本人が市民税非課税、か
つ「合計所得金額＋課税年金収入額」が８０
万円超の方

第４段階

５万２，４００円１．０４本人が市民税課税で、前年の合計所得金額
が１２５万円未満の方第５段階

　６万４００円１．２０本人が市民税課税で、前年の合計所得金額
が１２５万円以上、１９０万円未満の方第６段階

６万１，９００円１．２３本人が市民税課税で、前年の合計所得金額
が１９０万円以上、２５０万円未満の方第７段階

７万４，５００円１．４８本人が市民税課税で、前年の合計所得金額
が２５０万円以上、３５０万円未満の方第８段階

７万６，１００円１．５１本人が市民税課税で、前年の合計所得金額
が３５０万円以上、５００万円未満の方第９段階

８万８，２００円１．７５本人が市民税課税で、前年の合計所得金額
が５００万円以上、７００万円未満の方第１０段階

　９万７００円１．８０本人が市民税課税で、前年の合計所得金額
が７００万円以上の方第１１段階

介護保険施設における１日当たりの段階区分別負担限度額

食費

居住費段階区分

多床室従来型　　
個室　※１

ユニット
型準個室

ユニット
型個室　

利用料　
負担段階所得区分

施設ごとに利用料金が異なります第４段階世帯課税者で本人非課税

市
民
税

６５０円３２０円　８２０円
（１,３１０円）１,３１０円１,３１０円第３段階

合計所得金額と課税
年金収入額の合計が
８０万円超世

帯
非
課
税
者

３９０円３２０円　４２０円
　（４９０円）　４９０円　８２０円第２段階

合計所得金額と課税
年金収入額の合計が
８０万円以下

３００円　０円　３２０円
　（４９０円）　４９０円　８２０円第１段階

老齢福祉年金受給者

生活保護受給者等

※１　カッコ内は介護老人保健施設および介護療養型医療施設の場合です。

介
護
保
険
制
度　今年度から、皆さんがいつまでも元気で

住み慣れた地域で暮らせるための介護予防
事業の一環として「高齢者元気度アンケー
ト」を実施します。期日までにご回答いた
だいた方には、健康状態と要介護にならな
いための提案（アドバイス票）と介護予防
プログラムなどのご案内を送付します。
　【対象】市内在住で６５歳以上の方（要介
護・要支援認定の方を除く）
　【実施方法】アンケートが届きましたら、
日頃の健康状態について記入してください。
質問は「はい」または「いいえ」でお答え
いただく形式になっています
　【提出方法】同封の返信用封筒に調査票を
入れて、アンケート用紙に明記された期日
までに、ポストに投函してください（切手
不要）
　【費用】無料

高齢者元気度アンケートとは

　高齢者元気度アンケートは、２３年度まで
実施していた生活機能評価に代わるもので
す。今年度から医療機関では実施しません
ので、ご注意ください。
　詳しくは介護福祉課地域ケア係緯４７０・
７７７７（内線２５０１・２５０２・２５５７）へ。

高齢者元気度アンケート
６５歳以上の方に調査票を
６月上旬に郵送します

ご協力をお願いします

初心者向けの講座です初心者向けの講座です！！

家族介護者教室に
ご参加ください

居住費・食費の
負担限度額認定の申請を

介護保険施設サービス介護保険施設サービスをを
利用している利用している方方（（入所者入所者））へへ


